
■ 食育事例発表会

【成果】

【取組概要】

食育活動の幅広さをＰＲし、食育活動を行う団体等の連携や活動を促進するため、「ほっかいどう食育活動塾 ～食育活動の始め方・続け方～
をテーマに事例発表会を開催。各地域で活動する農業者、漁業者及び団体の方々から、現場ならではの経験談や発表者の方が考える食育活動
の始め方・続け方のコツを教えていただいたほか、発表者の方に関連する特産の試食を交えた懇談を行い、発表内容に関する意見交換のほか、
地産地消及び日本型食生活の実践促進を図った。
○開催日：令和７年２月３日（月）14:00～16:30
○参加者：計59名（会場参加23名、オンライン参加36名）
○場 所：ホテルリソル函館（函館市）
○試食品：蘭越産ゆめぴりか、ほっけ飯寿司、べにはるかの干しいも、はこだて福豆豆腐、海洋深層塩

■ 後志地域：倶知安町 ようてい農業協同組合 西海英樹 氏

・幼児、小学生や中高生に対する農業体験や出前授業、
JＡ施設で現場を体験してもらう活動、親子料理教室、
料理コンテスト、レシピコンテスト、地元農産物を学校
給食や福祉センターなどに積極的に提供、大学生向
けの農家滞在、農業実習（１週間程度）、修学旅行生
の受け入れ等を実施してきた。
・農協だけでは食育活動はできず、協力者があって初め
て成り立つものであり、ＪＡの組合員、青年部、女性部
に行政関係団体との連携が非常に大切。
・食育は、国民全体で意識を持ってその活動に協力して
いくことが、全体の教育、食育になるのかと思う。

■ 檜山地域：上ノ国町 檜山漁業士会 古館義仁 氏

・地元の水産物の魅力を知ってもらい、魚食を普及する
ことを目的として、漁業士による出前授業を毎年実施。
講話の後は、漁業市の船に乗船し漁業を実際に体験。
・出前授業の材料費は、北海道水産会から助成をいた
だいており、大変助かっている。
・平成８～９年頃から、会長が代わっても代々出前授業
を開催しており、漁業士会がある限り、続けていきたい
と考えている。

食育活動への理解関心の向上や地産地消及び日本型食生活の実践促進に繋
がった。
【参加者の声】
・熱い思いを持って取り組んでいる方がいることを知った。
・様々な取組をされている方がいらっしゃることを知れて励みになった。
・生産者の方と食育を行いたいと思っていたが、コロナ禍もありなかなか実現で
きずにいた。今後の食育を行う際には、ぜひ検討したいと思う。
・初めて飯寿司が美味しいと感じた。
【アンケート結果】
産地や生産者を意識する 10.3% UP 主食・主菜・副菜を揃える 13.8% UP

■ 渡島地域：函館市 ローラ♡ファーム 長谷川照美 氏

・羊や鶏を飼育しながら、野菜や大豆の有機栽培を行って
いる。ボクシング経験があり、函館でボクシングクラブを
作り、自身の経験の中で食べることの大切さを伝えてい
きながら、練習後に、みんなで畑で収穫、調理して食べ
たりしたことが、食育の始まりだったように思う。
・教育ファームの一環で、子ども達だけで話し合い、価格
や袋詰め方法を決めて実際に販売する取組を行った。
売れなかったときに、皆で話し合いながら工夫し売れる
ようになったときは、子どもたちの自信に繋がった様子。
・健康面や環境保全面など多面的なメリットを持つオーガニック給食に注目し
ており、持続可能な生活に対する意識醸成を図るうえで、オーガニック給食
を推進することは意義深いことと考えている。


